
少しずつ秋らしい陽気になってきました。今回は木々に囲まれた森の中で活動します。塾生たちが集まって

塾長のおはなしを聞いていると…なんと小笠山に住む天狗が登場！塾生たちに何か伝えたいようですよ。

エコパ自然塾の活動はFacebookでご覧いただけます。

第12期

2018年10月14日実施

今回の特別ゲスト、きこりさん。

子どもたちに伐採体験をさせてくれるよ。

きこりさんが切れ目を入れた木をみんなで

まずは森を守ることから始めよ！

陣地完成！

いざ!合戦！

「よいしょ！よいしょ！」

とロープを引っ張るよ。力をあわせて、

なんとか木が倒れた。とっても大きな

木だったね。

そのあと木の年輪をみたり、チェーン

ソーを使って木を切る体験もしたよ。

天狗は森に何かを投げると、去って

いきました。いったい、どういうこと？？
天狗のように吹き矢を使いこなそう！

やや？？木になにか刺さってる！もしかして

天狗が投げたもの？どうやら「森・里・川・

海」をあらわしているみたい。

木を切るって、実は森を健康に保つには

大切なこと。森を守ると、里や川や海も

守られるんだって。つながっているんだね。

よーく「的」をねらって、

力強く息をはく！！

このあとは吹き矢合戦！うまくできるかな？

まずは、自分たちの陣地をつくるよ。

きこりさんに手伝ってもらいながら、

木の枝や丸太を組んでいこう。

3班に分かれて三つ

巴の合戦スタート！

的めざして、

敵の陣地へ進めー！

陣地で敵を待ち構える役、突進していく役、

なかまを助ける役…いろいろ工夫しながら

チームで団結できたね。みんなおみごと！


